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	抗原情報
	背景
	PTEN（10番染色体上で欠失したホスファターゼおよびテンシンホモログ）は、MMAC（複数の進行癌で変異）ホスファターゼとも呼ばれ、様々なヒト癌に関与する腫瘍抑制因子です。PTENはp53タンパク質のレベルと活性（8）を制御し、走化性におけるGタンパク質共役シグナル伝達に関与しています。腫瘍抑制因子。二重特異性タンパク質ホスファターゼとして作用し、チロシン、セリン、およびスレオニンリン酸化タンパク質を脱リン酸化します。脂質ホスファターゼとしても作用し、ホスファチジルイノシトール3,4,5-トリスリン酸、ホスファチジルイノシトール3,4-ジリン酸、ホスファチジルイノシトール3-リン酸、およびイノシトール1,3,4,5-テトラキスリン酸からイノシトール環のD3位のリン酸を除去します。in vitroにおける基質選択性の順序は、PtdIns(3,4,5)P3 > PtdIns(3,4)P2 > PtdIns3P > Ins(1,3,4,5)P4です（PubMed:26504226、PubMed:16824732）。脂質ホスファターゼ活性は、腫瘍抑制機能に不可欠です。ホスホイノシチドを脱リン酸化することにより、PI3K-AKT/PKBシグナル伝達経路に拮抗し、細胞周期の進行と細胞生存を調節します。非リン酸化型はMAGI2と連携してAKT1の活性化を抑制する。チロシンリン酸化接着斑キナーゼを脱リン酸化することで、細胞遊走およびインテグリンを介した細胞伸展と接着斑形成を阻害する。AKT-mTORシグナル伝達経路の重要な調節因子として、成体神経発生における新生ニューロンの統合プロセスのテンポを制御し、ニューロンの正しい配置、樹状突起の発達、シナプス形成などを促進する。脂肪組織におけるインスリンシグナル伝達とグルコース代謝の負の調節因子である可能性がある。核内のモノユビキチン化型はアポトーシス誘導能が高いのに対し、細胞質内の非ユビキチン化型は腫瘍抑制能が低い。運動性細胞では、側方仮足の形成を抑制し、細胞の分極と方向性のある運動を促進する。
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	Hela 細胞溶解物中の PTEN 発現のウェスタン ブロット分析。

